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抑圧を防衛の下位概念の1つに位置付ける。   
Freudほ抑圧以外にも置き換え（displacement），隔離（isolation），反動形成（reactionfor－  
mation）などの防衛の概念を構築するが，これらの防衛は各々が恐怖症や強迫神経症の症状形  
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方  法  
被検著 大学生76人 男性：39人 女性：37人 平均年令20．87歳  
材料1．ロールシャッハ・テスト 施行及びコード化ほExnerによる包括的システム（高橋・  
西尾，1994）によった。またCooper，Perry，＆Arnow（1988）のRorschach Defense Scale  
（以下RDSとする）により防衛を評価した。RDSは反応内容，決定困，テスターに対する様々  
の言葉かけなどを評価する132の基準によって以下の15の防衛を測るものである。価値引き下げ  
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（devaluation），高度の否認（higherleveldenial），軽躁的否認（hypomanic denial），知性  
化（intellectualization），情緒の隔離（isolation），大規模の否認（massive orblanddenial），  
ポリアンナ的否認（pollyanish denial），投影（projection），投影性同一視（projectiveidenti－  
fication），合理化（rationalization），反動形成（reactionformation），万能感（omnipotence），  
原始的理想化（primitiveidealization），分裂（splitting），抑圧（repression）。   
Cooperら（1988）はRDSの下位尺度を構成する個々の防衛を，神経症水準（neuroticcatego－  
ry），境界例水準（borderline category），精神病水準（psychotic category）の3つのカテゴ  
リーに分類した。   
本研究で扱う神経症水準の防衛は高度の否認，隔離，反動形成，抑圧二 合理化，ポリアンナ  
的否認の6つである。知性化は神経症水準の防衛に含まれるが，原著者との通信においてマニュ  
アルが欠損していたため，知性化は本研究では扱わない。  




















ではなく，否定的な人格特性として，人格障害の傾向として各変数を扱う。   
複数の人格障害を評価する質問紙にほMillon ClinicalMaltiaxialInventory（Millon，1997）  
が知られるが，Millon ClinicalMaltiaxialInventoryは175項目とやや多量の項目から構成さ  
れるのに対し，KPIは75項目と少数の質問項目によって上記13の人格障害の傾向を測ることが  
できる。また，その基準関連妥当性がMillon ClinicalMaltiaxialInventoryとの相関を調べる  
ことによって確かめられている。  
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防衛できるために，抑うつから逃れようと軽躁状態になる必要もない。   
また結果より高度の否認が高い場合は，Ⅹ＋％が低い群よりもⅩ＋％が高い群の方が，KC3  
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れる。   
KC3を構成する下位尺度はいずれも気分の障害に関係する特性である。この特性に関しても，  
比較的外界の要求に対しで慣習的な反応で応じない場合には，隔離の防衛が強い人は情緒を切  















ポリアンナ的否認 ポリアンナ的否認に関して，有意な順位相関，及び有意な分散分析の主効  
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果も交互作用も認められなかった。よって本研究ではポリアンナ的否認の肯定的側面を見出だ  
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lに表される否定的特性が一層弱くなることが分析の結果より考えられる。   
本研究では抑圧についても適応を促進する肯定的働きを示すことはできなかった。ここでも  
ポリアンナ的否認や反動形成と同様の問題が考えられ，今後のさらなる研究が必要である。  
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と言えよう。   
本研究で検討した6つの防衛のうち，抑圧，反動形成，ポリアンナ的否認については本研究  
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にすることができない。それ故，より厳密にほ，高度の否認，隔離，合理化の三者は表象を意  
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